
別記様式第１２号（第１１条関係）

団体名 山口市宮野地区地域づくり協議会

１　総括

２　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

平成平成平成平成24242424年度年度年度年度　　　　事事事事　　　　業業業業　　　　実実実実　　　　績績績績　　　　書書書書

（成果・評価）年間をとおし、滞りなく事務局運営を行いました。

（今後に向けて）事業の実施及び事務局運営を円滑に行うため、各部会との連携

体制の強化に努めます。

　地域課題等については、各部会での話し合いにより提案していただき、可能な限り事業として実施

する方向で取り組んでいる状況です。「安心・安全な地域づくり」「高齢化社会」を見据えての子どもか

ら高齢者までの交流活動に傾注し対応してきました。継続することが重要と考え、今後広報活動を十

分行い次年度以降も取り組むこととしています。今後は、さらに新しい課題や地域住民が意欲を持っ

て取り組める課題の解決に向けて、地域づくり活動を展開するよう努めます。

3,628,775

（事務員等の雇用人数）事務局長1名、事務員1名

（運営費の主な内容）事務局人件費、事務費
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（２）地域振興

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（今後に向けて）参加及び支援に留めていますが、今後も学生主体として連携し

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要

重要であり不可欠です。

（今後に向けて）地域づくり事業の活性化には、交流センターの環境整備は

新たな公共ニーズへの対応事業（コミュニティ交通体系の確立と啓発の支援）

1,260

（実施内容）高齢者にやさしいコミュニティ交通体系の確立を支援しました。

（実施時期）平成25年3月

（参加人数）不特定多数

（成果）コミタク利用に係る啓発活動を支援しました。

（評価）利用者は増加傾向にあり、新路線の策定も行われています。

（今後に向けて）高齢者にやさしい交通体系と利用増進を推進するため、関係機関

及び関係地域との連携を深めていきます。

地域活性化推進事業

418,239

（実施内容）公共施設の整備充実及び機能強化を推進しました。

（参加人数）不特定多数

（成果）センター機能の拡充のため、器具設備の充実を図りました。

（評価）事業の啓発・普及活動を行うための設備を補充しました。

地域行事への学生参加も増加傾向にあります。

（今後に向けて）大変好評で継続を考えています。地元役員への負担増にならない

学生ガイドによる名所・旧跡を巡る徒歩ツアーでも同様でした。

（成果）宮野地域の「おせち料理」「郷土料理」を学生と地域住民が一緒に作り、

（評価）留学生の参加が多く、国際色豊かな交流会となりました。相互理解が進み、

交流食事会で親睦を深めました。

（実施時期）7月15日（日）、10月18日（日）、11月23日（金）祭日

（実施時期）平成24年12月9日（日）

（参加人数）56名（学長外23名　地域住民32名）

新たな公共ニーズへの対応事業（県立大学と地域住民との交流）

76,708

（実施内容）第4回「県立大学生と地域住民との大交流会」を開催しました。

（参加人数）3回開催　計266名

（成果）着物喫茶にはサークルの参加もあり、多くの地域住民と交流を深めました。

（評価）学生の積極的な活動に、地域住民から大変好評です。

よう次年度は趣向を変えて実施することとしています。

新たな公共ニーズへの対応事業（県立大学生による着物喫茶・まち歩き企画）

123,876

（実施内容）地域交流ステーション宮野を利用し、地域と学生の交流を図りました。

継続していきます。

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

広報活動の充実

304,447

（実施内容）地域住民へ的確な情報提供を行いました。

（評価）地域住民への情報の共有化が進展しました。

（参加人数）会員11人及び県立大学生

（評価）収穫から加工後の商品化までの準備ができました。

「地域づくりだより」の年間複数回の発行を行い開かれた協議会を目指します。

（今後に向けて）協議会ホームページの立上げを急ぎ、情報提供の拡充と併せて

図りました。毎月1日　5600世帯配布　（12か月）

できました。　第2号　平成25年3月15日付け　5600世帯配布

（成果）地域広報誌「みやの」に協議会情報を入れ込むと同時に、紙面の充実を

広報誌「みやの地域づくりだより」を発行し、主な活動を紹介し、広く情報伝達が

地域資源発掘事業

48,221

収穫後の「なたね油」「そば粉」の商品化に向けての研究を支援しました。

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（実施内容）耕作放棄地・休耕田を利用しての「菜の花」「そば」の植栽、及び

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（参加人数）不特定多数

（成果）「宮野なの花会」に対し、商品化に向けた活動支援を行いました。

（今後に向けて）活動する仲間の拡充及び活動の活性化を図ることに支援し、

県立大学との連携を推進していきます。
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（３）地域福祉

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（今後に向けて）軽スポーツとして好評であり、継続事業として取り組みます。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要

（今後に向けて）地域の県立大学を通じ国際交流を進める機会を増やしていきたい。

（実施内容）子どもと大人と高齢者が注連縄づくりをとおして交流を図りました。

（実施時期）平成24年12月23日（日）

（実施時期）平成24年9月30日（日）

（評価）高齢者の参加が多かったが、異文化に触れ教養を深めました。

20,000

（実施内容）「外国人から見た日本・みやの再発見」講演会を開催しました。

（参加人数）約70名

（成果）恒例行事となり参加者も増加しています。

（評価）高齢者の生きがい対策として適しています。

できるため、今後も継続事業として取り組みたい。

（成果）適度な運動で多くの参加があり、世代間交流ができました。

（評価）シニア世代は懐かしむ声が多く、適度な運動量で好評でした。

（今後に向けて）世代間交流が主目的であるが、ゲームを楽しむことも必要です。

子どもと高齢者交流事業（注連縄づくり会）

町内会等に道具の貸出等を行い、ふれあい事業を推進します。

子どもと高齢者交流事業（運だめしふれあいボウリング大会）

（評価）開催時期等を調整する必要があります。

（実施時期）平成25年1月20日（日）

（参加人数）ジュニア20名　大人28名　シニア26名　計74名

地元老人クラブ（明朗会）の指導のもと新たな交流の場を設けることができました。

154,107

（実施内容）世代間交流の一環として軽スポーツ大会を行いました。

（実施時期）平成24年10月8日（月）祭日

（参加人数）子ども21名　大人20名　高齢者26名　計67名

13,880

（成果）初の試みであったが、誰でもできる種目であることから参加者も多く

子どもと高齢者交流事業（三世代交流グラウンドゴルフ大会）

115,278

（実施内容）世代間交流の一環として軽スポーツ大会を行いました。

（今後に向けて）高齢者の知恵と技を発揮する場を提供し、文化の伝承も併せて

”グローバルな視野で日本を見てみる”異文化に触れる講演会を開催しました。

（成果）県立大学　教授　国際化推進室長　シャルコフ・ロバート先生を招き、

地域福祉に関する事業（講演会）

（参加人数）35名
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業概要

（実施内容）平成21年度作成の改訂版マップを発行しました。

（評価）子ども（小学生）連れの参加もあり、知識を得る年齢層の幅が増大しました。

（実施時期）平成25年3月1日

（評価）各種交流大会の開催により健康的・体力増進ができました。

はつらつ健康増進事業

198,450

地域福祉に関する事業（あんしんマップ作成）

（成果）大人16名に「普通救命講習Ⅰ」の終了証を発行しました。

（参加人数）19名（子ども3名含む）

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（参加人数）多数

（実施内容）高齢者の運動不足の解消や交流を目的としたスポーツ大会を実施した

（今後に向けて）より多くの高齢者に参加を呼びかけ、健康増進及び親睦を

宮野明朗会への支援を行いました。

（今後に向けて）子どもから高齢者までの幅広い普及活動を計画したい。

440

（今後に向けて）定期的に見直し作業を進めていく必要があります。

（参加人数）全戸配布5600戸

（実施時期）平成25年2月24日（日）

（成果）既設事業所におけるサービス内容を確認し、新規の事業所を掲載しました。

（評価）他地域のマップを参考にし、利用しやすい様式に変更しました。

深める事業を推進していく必要があります。

救命講習会事業

（実施内容）地域団体及び地域住民を対象に講習会を実施しました。

（成果）地域のグラウンドゴルフ大会や体力測定会等へ支援しました。

100,812
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（４）安心・安全

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要

（今後に向けて）防災等の危険個所について随時対応したい。

ことで安全性が保たれました。

（今後に向けて）開催日の調整を十分行い、研修内容の精査を行います。

炊き出し訓練等貴重な体験ができました。

子ども安全対策事業（宮野キッズ守り隊）

138,600

（実施内容）子どもの登下校時の安全確保を図るための「宮野キッズ守り隊」の

（成果）団地居住者が多く利用する水路にかかる橋梁に手すりを施工しました。

（評価）高齢者の多い地域であり、利用頻度の多い橋梁部分に手すりを設置した

（実施時期）平成24年4月

（参加人数）

及び充実を図っていきます。

地域安心・安全環境整備事業

94,500

（実施内容）緊急的に整備を行う必要があると認められるものを施工実施しました。

0

（実施内容）子どもの危機回避のための「子ども110番の家」を推進しました。

（成果）一泊二日の講習・体験学習を行いました。

（評価）災害に対する認識を深める機会となり、講習会・体験学習・非常食の試食・

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（参加人数）不特定多数

（今後に向けて）関係団体への周知徹底を図り、参加者の拡充を図り活動の強化

子ども安全対策事業（子ども110番の家）

（今後に向けて）広報誌等を利用し、新規登録者の拡充を推進していきます。

防災対策事業（防災訓練キャンプ）

（成果）20箇所に幟旗を新規に設置しました。

（評価）子どもの通学路に幟旗を立てることにより安心・安全が確保されました。

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（参加人数）不特定多数

（成果）関係団体への配布及びビブスを作成しました。

（評価）小学校入学式等で守り隊を紹介し、地域への啓発・普及を図りました。

組織強化及び活動支援を行いました。

模擬体験でしたが、子ども達の意識改革には効果があり、継続事業としたい。

158,573

（実施内容）小学生高学年を対象に、避難所生活の模擬体験を実施しました。

（実施時期）平成24年8月11日（土）・12日（日）

（参加人数）子ども14人　スタッフ延べ107人
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事業名

事業費

事業概要

（成果）反射鏡（カーブミラー）を1基新設しました。

（評価）支柱部分の腐食により転倒した反射鏡の設置を行い、安全性が保たれました。

新設箇所の調査を行います。

（今後に向けて）自治連合会及び交通安全協会と連携を図り、反射鏡の状況確認や

（実施時期）平成24年10月

（参加人数）不特定

経費を補助し、交通弱者の事故防止を図りました。

反射鏡設置事業

31,000

（実施内容）交通事故発生危険個所への反射鏡の設置及び修復をするための
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

行ないました。

事業概要

事業概要

事業概要

（今後に向けて）広報等で地域へ徹底し、推進していきます。

自然地域環境美化事業（保持活動支援）

71,654

（評価）方法・日時は町内会の自主性に任せ、実施しました。

（今後に向けて）各町内会での環境美化活動の定着を推進していきます。

（評価）来所者へ大きな癒し効果が有ります。

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（参加人数）不特定多数

整備維持するために要する経費を補助しました。

（実施時期）平成24年4月 ～平成25年3月

（５）環境づくり

事業概要

（今後に向けて）地域内の要望を広く把握し、対応していきます。

（参加人数）利害関係者多数

（成果）選考委員会において申請6箇所のうち5箇所を施工しました。

土木工事

2,876,000

（実施内容）里道・水路（赤線・青線）や山口市名義の団地内道路等を地元で

（評価）同上

地域環境整備事業

0

（実施時期）平成24年4月 ～平成25年3月

（参加人数）0人

（成果）センターの環境美化活動及び宮野の川をきれいにする会へ支援しました。

（実施内容）期間を定め、地域での環境美化運動を展開しました。

（実施時期）平成24年9月

（参加人数）不特定多数

（実施内容）ボランティアにより里道等の補修（簡易舗装）等を行う場合に原材料の

支給を行います。

（成果）地域からの要望がなく実施実績なし。

（今後に向けて）自然・地域環境保全活動団体への物的支援を広く行います。

55,200

（実施内容）交流センターの環境美化活動を含め、自然環境保全活動へ支援を

（評価）

自然地域環境美化事業（クリーン月間）

（成果）9月をクリーン月間と定め町内会単位で清掃活動を実施しました。
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事業名

事業費

事業名

事業費

（今後に向けて）定期的にてんぐ巣病の診断・防除を実施し、「さくらの里」づくり

事業概要

事業概要

（実施内容）自主的なボランティア活動でさくらの植樹、保育、害虫駆除及び整備を

行っている団体等に対し支援を行いました。

（成果）看板を設置し、10個のデッキの内5個の新設と残りの材料費を確保しました。

（評価）平成23年度より3か年計画ですべてのデッキを新設します。

看板の設置を行いました。

（実施時期）平成25年3月

（参加人数）不特定多数

を継続していきます。

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

（参加人数）不特定多数

（成果）遅行性肥料の配布を行いました。

（評価）植樹数は1100本を超え、さくらの里づくり事業は推進されています。

さくらの里づくり事業

58,497

木戸山公園整備事業

（実施内容）四季を通じて安心・安全に利用するために公園デッキの整備と

（今後に向けて）憩いの場である「木戸山公園」を再整備し、広く市民に開放します。

832,276
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（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要

①ふれあいウォーキング　②ふれあい登山in大海山　③石州街道ウォーキング

（実施時期）①5月3日（木）祭日②6月12日（火）③11月18日（日）

（今後に向けて）石州街道ウォーキングは、初の試みであり、実行委員会開催など

準備を行ったが、参加者も多く次回を期待する声も多いため継続事業とします。

写真を広く市民から募集し、写真展を開催しました。

（成果）キンボールふれあい大会を実施し、子どもから高齢者まで交流を深めました。

②昔のみやのを想い出す写真を募集し「みやの今昔写真展」を開催しました。

（今後に向けて）新たな名所・旧跡の掘り出しや再発見につながる写真展にし、

34,761

（実施内容）キンボール等のニュースポーツの普及を図りました。

（今後に向けて）テーブルガラッキー等新たな種目にも着手していきます。

（実施時期）平成25年2月17日（日）

（参加人数）46名（子ども25名　大人21名）

（評価）キンボール競技は、浸透したと思われます。

（評価）①出展作品は技術的に向上しています。②来客も多く好評でした。

「みやの今昔写真」を広く公募し、写真集等作成に繋げていきます。

（成果）①出展数は昨年度の2倍となりました。②昔の懐かしい写真を展示しました。

（実施内容）①地域の再発見を行うため、宮野の歴史・自然・文化等を題材とした

（実施時期）①平成24年7月～平成25年2月　②10月21日（日）

健康推進事業

154,729

（実施内容）自然に親しみ、健康づくりに資する活動を実施しました。

（参加人数）①34名　②15名　③67名

（実施内容）宮野地域をはじめ市内の伝統行事への参加と支援を行ないました。

関係団体に支援しました。

（成果）自然とふれあい、教養を深め、体力づくりと親睦を深めました。

（評価）参加者同志の新たな交流がうまれ、気力・体力の充実を体験しました。

（参加人数）①20名　70点　②40点　　

（評価）地域の伝統行事として定着し、参加者も多くなりました。

299,100

支援を行なっていきます。

歴史・文化・自然写真コンテスト

155,186

ニュースポーツ大会の開催

（今後に向けて）伝統行事の拡大を考慮し、関係団体の自主的な企画・活動に

（参加人数）-

（成果）観桜会・ホタルまつり・祇園裸坊の伝統文化の伝承及び地域活性化の活動

（実施時期）平成24年4月～平成25年3月

文化伝統事業支援
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

（今後に向けて）新名所の調査を継続し、案内看板の設置及び歩道整備を行い、

32,550

（今後に向けて）自然体験学習の拠点としての設備充実を推進していきます。

自然体験活動拠点整備事業

（実施内容）「わんぱく山教室」の中心的な場であり、自然体験活動の拠点となる

ログハウスの設備充実を図りました。

（実施時期）平成25年3月

（参加人数）20名

（成果）雨天等の悪天候においても施設の利用ができるよう改善しました。

（評価）拠点整備の充実が図れ、活動支援ができました。

他の団体への支援を推進していきます。

健康増進事業等で利用していきます。

名所・旧跡等整備事業

14,175

（実施内容）新名所を探る調査を行い、名所の再確認をする看板を設置しました。

（実施時期）平成25年3月

（参加人数）－

（成果）宮野湖周辺の滝及び木戸山周辺の名所を調査しました。

（評価）看板設置により広く市民に広報できました。
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